Directional Meeting

07/17/01
Doshisha Univ.  Meitoku-kan


今日のアジェンダ

1． ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからの報告

a. Climate Change Project

b. Project Doha

c. 復活屋2

d. フェアトレード･･･企画書（p.2,3）

e. 「水の癒し」

f. Echo 2001

2． アジェンダとしてあがっている内容

a. アゼルバイジャン行きのこと･･･(p.3,4)

b. 学友会登録のことについて･･･(p.5,6)

c. バンクーバーの水会議報告･･･(p.6)

3． その他

方向性ミーティングレジュメ

フェアトレード・プロジェクト（仮称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：K．Tsunemura

□企画書

・直してみました

□活動状況

・メキシコイベントについて

・わくわく地球ひろばについて

→大阪トレーディングセンターとJICAの共催イベント

・学園祭の出展について

・ミーティングの開始時間について

フェアトレード・プロジェクト企画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：常村佳代
●要約
　本プロジェクトでは貿易のあり方の中でも、特にフェアトレードに焦点をあて、様々な角度から掘り下げる。私達自身のフェアトレードに対する知識を深めると同時に、物を買うという日常の行為を通して参加できるフェアトレードの存在を社会に知らせ、それを通して貿易のあり方に関心を持つことの一助となることを目的とする。また、消費者が選択するということが社会を変えうるという認識のもと、消費者の一人として社会へのアピールを重要視する。具体的な活動としては、定期的に勉強会を開き知識を深める。また、生産者や日本のフェアトレード取引団体を調査、あるいは実際に訪問し、現状・問題点を学びとる。その上で、持続可能な、よりよいフェアトレードのあり方を探る。フェアトレードを絶対視するのではなく、そこから見える公正な貿易のあり方を探求していく。

· はじめに

先日、行ったフェアトレードの服を使ったファッションショーに対する社会的反響が大きく、フェアトレードが受け入れられる土壌があると確信した。自分達がもっと学ぶだけにとどまらず、親しみやすいイベントを通してさらに多くの人にフェアトレードを知ってもらいたいと考え本プロジェクトを立ち上げるに至った。

●　目的

既存の貿易が起こしている深刻な問題に対して、知らず知らずに私達消費者が、それに荷担している。その代替案の一つとしてのフェアトレードについて自分達の認識を深め、また、フェアトレードを通して公正な貿易のあり方を探求していく。自分達が学ぶだけでなく、社会にフェアトレードの存在を知らせることにより、現在の貿易のあり方に疑問を投げかける。自分たちが消費しているものが、だれによって、どこで、どのように、どんな状況の中で作られているのかという背景は、普通に生活していると知ることはなく、知ることすら忘れてしまっているのが現状であろう。フェアトレードは、消費者にそのような私達の生活を成り立たせている様々な商品の背景を消費者が選択する際の基準の一つとして伝え、知ってもらった上で、商品を買うという選択肢を提供している。また、労働に見合った賃金を支払うことで生産者の自立を支援し、それとともに自然環境や大きな負担を与えないように作っている生産者団体と取引するとしている。また、それぞれの国・地域の伝統的な技術や文化を生かして製品を作るとしており、文化社会環境にも配慮している。フェアトレードを通して、消費者の自分達が使っているものに対しての意識を高めることは、私達の、そして次世代のよりよい生き方、幸せを考えることになる。フェアトレードの考え方は、例えば何をフェア(公正)とするかによって様々であるように色々な見方があり、フェアトレードの現実・その問題点を知ることを通し、認識を深める。それと同時に、フェアトレードという枠にとらわれることなく、より公正な貿易のあり方を探求していく。

●内容

　・勉強会（月２回程度、将来的には公開）

　・生産者、フェアトレードをより深く理解するために生産者を実際に訪問する

　・他団体と協力し、生産者を囲んだイベントを企画する

　・日本のフェアトレード取引団体を調査・訪問する

　・学園祭に出展（出店）、あるいは、ファッションショーといったイベントを通し、

　　より多くの人に知ってもらうきっかけとする

●タイムライン

　７月１９日　勉強会

　８月１０日　メキシコイベント（太陽と大地のうた　２００１コンサート）

８月
夏休み　

　９月
・合宿？（未定）

１０月

１１月　　　　学園祭に出展

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

kito.dm.r.07-17-01.doc

Youth Earth Summit 2001プロジェクト　について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：伊藤公一朗

（１）目的

　９月上旬、アゼルバイジャンのバクーで開催される“Youth Earth Summit 2001”に参加することで、リオ+１０に向け行動しようとしている世界の若者及び青年NGO、国際機関関係者と交流をもち、ネットワークを築いて、リオ+１０に向けた準備を図る。

（２）内容  

　・９月２日～９日の“Youth Earth Summit 2001”に参加

・帰国後報告会　12月を予定

（３）タイムライン

　7月8日　　　　一人分の参加資格獲得

　7月中旬　　    5人分の参加資格獲得

　7月下旬　　　　参加者を決定

8月　　　　　　航空チケット、ビザの手配、渡航準備

9月２日～９日　“Youth Earth Summit 2001”参加

12月　　　　　　報告会と共にリオ+10へ向けた新プロジェクト立ち上げ＋人集め

（４）“Youth Earth Summit 2001”について　以下全ての情報はhttp://yes2001.azmain.comより
□開催地：アゼルバイジャン首都　バクー

□開催者：Peace Child International
□事務的内容

参加費：300ドル（宿泊・めし・現地の交通・ビザ込み）

　宿泊：International Tourist Centre カスピ海の浜辺。プール、テニスコート、カフェ、バーなど完備。

　めし：アジア料理もある。ベジタリアン、ポーク抜き料理ももちろんあり。

　Working languages: 英・仏・スペ・ロシア・アゼ。全ての言語を通訳してくれるらしい。

□タイムライン：先週のスタッフＭレジュメ（kito.sm.r.07-10-01.doc）に示した通り
□開催者側の目的：ホームページより

To inform, motivate and empower participants to develop action plans on sustainable development of our planet;
- To exchange experiences and knowledge between the youth organisations for the carrying out of joint projects;
- To prepare sustainable community development projects for the Be the Change grant program;
- To encourage and assist in putting skills learned to practice;
- To integrate the existing experiences; 
- To develop an international network of young sustainable development professionals and volunteers;
- To enable the participants to get to know a little of Azerbaijan through eight days of fruitful discussions with its young citizens, and plus fun times full of sun, beach parties and creative and cultural activities;
（５）懸念材料

1 アゼルバイジャンの治安

　バクー周辺　危険度１　　アルメニア国境周辺　危険度３

　　⇒首都から出ないためそんなに危険ではないかもしれないが、SAGEでこれまで行ったところに比べると注意が必要。

2 旅費１０万強＋参加費３００ドル＋雑費＝１５万　つまり高い

3 主催団体Peace Child Internationalの概要と参加者層がまだ分からず。⇒問い合わせ中
Kito.dm.r-2.07-17-01

同志社学友会の登録について　　文責　伊藤公一朗
1. 今回の経緯

· 説明会は昨日（７月９日）であったが、掲示板を見逃し、行けず。

· 10日に「説明会に欠席したことの始末書」を学友会に提出し、申し込み用紙を受け取る。

· 13日（金）提出。提出時間を50分遅れ、その旨の始末書を提出。

⇒反省点　京大のプリンターがあちこちで壊れていた。同志社メンバーへの呼びかけ、申請用紙の記入、など三日間でやるのには限界があった。公一朗が全て背負ってやってしまった。

・　16日（月）許可発表。夏季任意団体総会。雄希さん（新メンバー、同志社一回）が出席。登録。

２　提出した書類

.

1 役員名簿４枚　会長　佐藤雄希　会計　中村真理子　もう一人役員として　伊藤公一朗

2 会員名簿　１枚　他大学の場合も記入　同志社生　13名ほど掲載　

3 活動報告書　１枚

4 設立趣旨　１枚

3.　今後できること

①　同志社の施設が使える。

· 学生会館ラウンジ、明徳館ラウンジ

· 学生会館三階会議室　（申請は学生課、同志社生が申請する必要ありそう、無料）

· 学生会館別館会議室　（申請は学友会事務、学生会館別館2階にある）

②　同志社で広報ができる（新歓を含め）

· オリエンテーション（4月～5月）、ＥＶＥ（10月～11月）に参加可能。申請が必要。

· ビラも貼れる

４．今後の負担

· 新歓時期（３月頃）の説明会にでる。継続手続き

· しっかりと学友会掲示板はチェックしておく必要あり。

· 報告などはなし。

５．今回の教訓（今後のために）

　

· 学友会の任意団体登録は、7月と、春（たぶん3月）に行われる。

· 更新が毎年必要なので、必要書類をあらかじめ準備しておく。その際、何人かで分担して書類の準備をすること。

· 学友会の掲示板をチェックする

· 学友会は時間と約束に厳しいので、時間と約束は必ず守ること。（総会では一分ほど遅れた団体も始末書を書かされていたらしい。）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

Vancouver 水会議　報告

文責　豊永直子、橋本佳子

日程

7月4日　UBC到着

5日　先住民のワークショップ　Opening Ceremony

6日　パネル　ワークショップ　ユースのワークショップ

7日　パネル　ワークショップ　Big Splash(ダンスパーティー)

8日　パネル　ワークショップの総括　フィナーレ

　　　マーチ　演説

9日　Vancouver を満喫

10日　Vancouver 出発

11日　帰国

やってきたこと

· パネルを聴講（テープに録音）し、話されていた内容をまとめた

· ワークショップのディスカッションに参加

· ユースのワークショップで交流

· 2003年の京都での水会議のこと、ドーハへ向けてのことなどアンケート調査実施

· Big SplashでMaude さんと少し話す

· SAGEの活動アピール

· The Council of Canadianの世界水フォーラムにむけてのキーパーソン　Jamie さんとAMネットの石中さんを交えて水会議について話す

· マーチをオブザーブ

· 写真、テープレコーダーでそれらを記録

これからやること

· 情報ストック（？）用報告書をまとめる

· ドーハむけの詳しい報告書提出（アンケート内容、戦略会議としての視点から、など）

· 夏休み明けに報告会をしたい　
1

